
・早明浦ダム上流域
砂防施設：15基

・南小川流域
砂防施設：9基

・汗見川流域
砂防施設：3基

・地蔵寺川流域
砂防施設：19基

・立川川周辺流域
砂防施設：9基

・樫ノ川流域
砂防施設：1基

・穴内川流域
砂防施設：6基

河床上昇 県道

④ 大豊町　立川川

直轄での土砂災害対策による再度災害防止の促進
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・吉野川水系では、過去幾度となく豪雨災害に見舞われており、また、平成30年７月豪雨では、本山町、大豊町において、大規模な山腹崩壊が

   多数発生したことに伴い大量の土砂が流出し、高速道路の被災のほか、家屋の全壊、多数の世帯の孤立が生じるなど、甚大な被害が発生。

・吉野川水系直轄砂防事業においては、特定緊急砂防事業を令和５年度予算で完了し、更に、水系全体の荒廃状況を踏まえた施設配置計画を

 策定のうえ、流域全体での土砂災害対策を推進することとしている。

⑤

大量の崩壊土砂が渓流に堆積

本山町 行川・行川支川
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政策提言

本山町 
　　栗ノ木川支川
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⑤ 本山町 行川支川
なめかわ

⑥　本山町　栗ノ木川支川
くりのきがわ

要望箇所

位置図

高知県

※国土交通省　四国地方整備局
　　「令和５年度第３回事業評価監視委員会説明資料」を一部加工して使用

③④①

※令和５年４月１日時点
※記載の数値は今後の現地測量等を踏まえて 変更となる場合がある

：砂防堰堤等（施工中）
：砂防堰堤等（H23以降、完成済）
：山腹崩壊対策（施工中）
：H30.7豪雨による新規崩壊地
：吉野川水系（高知県内）

凡 例

流域毎の計画施設数（残事業・未着工）

　　度重なる豪雨災害を受けている吉野川水系においては、再度災害防止の観点から、引き続き、水系全体の荒廃状況を

　　踏まえた上で、事業実施に必要な予算を十分に確保し、より一層の事業促進をお願いします。 　　　
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